
編　集　後　記

＋
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『言語と文化』 第 7号をお届けいたします。

内容的には， 論文・研究ノー ト ・翻訳とバランスのとれた構成とな

り ました。 教育現場での取り組み・報告， 各研究分野での新刊紹介・

書評なども寄せられていれば， よ り多彩で充実したものになったの

では， と， これは今後の課題でもあ り ます。

さて， この号の編集に携わっている間， 愛知大学は教学組織再編

のまさに嵐に見舞われた観があ り ます。 巷では人々がワール ド カ ッ

プに熱狂しました。 日本チーム初の決勝トーナメン ト出場とい う快

挙に， 思わずテレビに釘付けとなった室員の方々も多かったのでは

ないでし ょ うか。

次回 2006年ワールド カ ップは ド イツでの開催とな り ます。 4年後

を大学が， また当紀要がどのよ う に迎えているのだろ う…とおもい

を馳せる次第です。

（M. K.）
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